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１．はじめに 

 コンクリートの打込みでは，打上がり面を所定の高さおよび形に整える「荒均し」と呼ばれる作業があり，

通常，レーキなどを用いた人力による作業が行われている．しかし，土木構造物に使用される硬練りのコンク

リートの場合には，荒均しに多大な労力や人員が必要となるため，機械化・自動化が望まれているのが現状で

ある．海外では，板形バイブレータとレーキが装備されたエンジン駆動の「スクリード機」と呼ばれる機械に

よって労力の軽減が図られている．スクリード機のレーキにはレーザーレベルが装備されており，打上がり面

を所定の高さに整えることが可能になっている．この機械を国内の現場に導入して適用性を評価する試みが

行われている 1）．その結果，荒均しの省力化に有効であることが確認され，かつ仕上がり面の形状の精度が向

上することが分かった．一方で，スクリード機のレーキの両脇から溢れる余分なコンクリートを均すための人

員を配置する必要があり，省人化には繋がらなかった．この結果を受けて，荒均しの際に人力でコンクリート

を均す必要がない「コンクリート均し機械」を開発し，その性能を評価するための試験を行った． 

２．コンクリート均し機械の概要 

 コンクリート均し機械の開発では，米国製のスクリー

ド機 1）を改造することとし，装備されていたレーキを，

螺旋状のロッドであるオーガに変更した．荒均しの際に

はオーガが回転して余分なコンクリートを次の施工レー

ンに送ることができるため，コンクリートを均すための

人員を配置する必要がなくなる．また，レーキに装着さ

れていたレーザーレベルについては，そのままオーガに

取り付けることとし，所定の仕上がり面の高さに合わせ

て自動で上下する構造とした．コンクリート均し機械の

外観および仕様をそれぞれ写真－1および表－1に示す．

同写真に示すように，コンクリート均し機械はタイヤで

支持されており，操作者 1 名が引きながら走行させるこ

とにより，高さを調整しながらオーガで余分なコンクリ

ートを除き，最後尾から板形バイブレータでコンクリー

トを均すことができる． 

３．コンクリート均し機械の性能確認試験 

3.1 性能確認試験の概要 

 スランプ 12.0cm および粗骨材最大寸法 20mm のコン

クリートを長さ 6m×幅 3m の範囲に打ち込み，コンク

リート均し機械が想定どおりの性能を有しているかを確

認した． 

その際，打上がり面の所定の高さを 100mm とし，最

初に，それよりも 10～20mm 程度高くなるようにコンク
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写真－1 コンクリート均し機械 

表－1 コンクリート均し機械の仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板形バイブレータ 

オーガ 

レーザーレベル受光機 レーザーレベル受光機 

仕様

エンジン式

幅 1.17m

長さ 2.00m

高さ 1.06m

1.60m

280㎏

レーザーレベル

項目

駆動方式

サイズ

（本体）

スクリード幅

重量

レベル

進行方向 
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リートを打ち込み，レーキを用いた手作業で平

滑に均した．その後でコンクリート均し機械を

適用し，スランプ 12.0cm のコンクリートに対し

て，①タイヤ跡と操作者の足跡が残らないよう

に均せるか，②オーガによって余分なコンクリ

ートを次の施工レーンに送ることができるか，

③打上がり面を所定の高さおよび形に整えるこ

とができるかを確認した．打上がり面の高さに

ついては，施工方向に 1m 間隔で 6 ヵ所の測定

点を設けてレベルで計測した． 

3.2 性能確認試験の結果 

 コンクリート均し機械の適用状況を写真－2

および写真－3に示す．写真－2よりコンクリー

ト均し機械によってタイヤ跡および操作者の足

跡が均され，打上がり面が平滑に整えられてい

ることが分かる．また，写真－3より，オーガに

よって余分なコンクリートが次の施工レーンに

送り出されている状況が確認できる． 

 コンクリート均し機械の適用の前後における

打上がり面の高さを図－1に示す．同図より，所

定の打上がり面よりも 12～18mm高く打ち込ま

れた状態でコンクリート均し機械を適用した結

果，所定の打上がり面よりも 4～10mm 高い範

囲で荒均しを行うことができることが明らかと

なった． 

 以上の結果より，土木構造物に適用されるス

ランプ 12cm のコンクリートに対して，コンク

リート均し機械に装着されている板形バイブレ

ータ，オーガおよびレーザーレベルの各機能は

適切であり，操作者 1 名による荒均しが可能で

あることが確認された．この装置を導入するこ

とによる効果の試算例 1）では，300m3のコンク

リートを26名の体制で打ち込む床版の施工を事

例とした場合，仕上げに要する人員を 6 名から

3 名に減らせる結果が得られている． 

４．おわりに 

現状のコンクリート工においては，多大な労力と人員を要する課題があり，作業員の密集を避けた少人数に

よる生産性の高い現場への変化が必要とされている．コンクリート均し機械は，その解決に繋がる技術の一つ

であり，引き続き，打込みから締固め，仕上げまでの一連の作業の省人化・省力化について検討していく． 
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写真－2 コンクリート均し機械の適用状況（その 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－3 コンクリート均し機械の適用状況（その 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 打上がり面の高さ 

-10

0

10

20

30

40

50

0 1 2 3 4 5 6 7

所
定
の
高
さ
に
対
す
る
差
（
m
m
）

端部からの距離（m）

均し機械の適用前

均し機械の適用後

VI-540 令和3年度土木学会全国大会第76回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - VI-540 -


